
 

平成２９年度第２回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

日時：２月１９日（月）午後２時 

場所：庁舎２階 ２０２会議室 

 

次 第 

 

１ 開  会 

 

２ 議  事  

（１）総合事業指定サービス事業の状況等について          

     要支援相当者申請状況                  【資料１－１】 

     総合事業指定事業所サービス利用状況等          【資料１－２】 

     通所型サービスＣの実施状況等について               【資料１－３】  

   

（２）射水市地域支え合いネットワーク事業の進捗状況等について  【資料２】 

 

（３）平成３０年度人材育成の取組みについて（案）      【資料３】 

 

（４）今後のスケジュール（案）について    【資料４】 

 

３ 閉  会 
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 1　総合事業指定サービス事業の状況等について

⑴　要支援相当者申請状況
　まとめ

H２８．11末 支援１ 支援２ 合計 事業対象
1号 687 595 1282 　①総合事業利用者は要支援相当者の４割程度
65～75未満 113 71 184 　　　1,305×41.2%＝ 538
75以上 574 524 1098
2号 9 14 23 　②11月末時点の推定総合事業対象者
総数 696 609 1305 0 1305 　　　538×8／12＝ 358

53.3% 46.7%
　③11月末時点のチェックリスト実施者数

H２９．11末 支援１ 支援２ 合計 事業対象 　　　 154
1号 458 482 940
65～75未満 65 56 121 　④要支援対象者の基本チェックリストへの移行率
75以上 393 426 819 　　　③／②＝ 43%
2号 14 12 26
総数 472 494 966 154 1120

42.1% 44.1% 13.8%

　11月末時点の要支援相当者数の伸び率
　　　H29/H28＝ 85.8%

　　◆　ケアマネジメント
3月事業 4月事業 5月事業 6月事業 7月事業 8月事業 9月事業 10月事業 11月事業

H２９ 介護予防支援① 給付額（円） 3,404,990 3,353,200 3,211,643 3,083,390 2,925,600 2,795,700 2,675,300 2,535,500 2,391,990
（ケアプラン） 給付件数（件） 773 754 728 701 672 639 611 575 543

H２９ ケアマネジメント② 給付額（円） 0 138,400 242,900 380,000 451,000 558,900 708,500 885,200 985,900
給付件数（件） 0 28 53 80 100 123 155 194 223

①+② 給付件数　計 782 781 781 772 762 766 769 766
1 2 3 4 5 6 7 8
12 12 12 12 12 12 12 12

ケアマネジメントの割合 43.0% 40.7% 41.0% 38.9% 38.7% 40.5% 43.2% 43.7%
平均 41.2%

資料１－１ 



　　◆H29.11月末（H29.3月末～H29.10月末要支援認定期限者）の申請状況

新湊西包括 53 49 84 186 新湊西 28.5%
新湊東包括 11 60 86 157 新湊東 7.0%
小杉・下包括 29 35 61 125 小杉・下 23.2%
小杉南包括 24 40 54 118 小杉南 20.3%
大門・大島包括 18 47 89 154 大門・大島 11.7%
市外 0 1 0 1

計 135 232 374 741

更新対象者 741
チェックリスト実施者 チェックリスト実施率
　　(更新者) 135 　　(更新者) 18.2%
更新認定申請手続き 374 更新認定申請率 50.5%
申請なし 232 申請なし 31.3%

　　◆H29.11月末のチェックリスト実施状況

【集計】 新規 更新 計 新規 更新 計
24.2% 75.8% 100.0%

新湊西包括 9 53 62
新湊東包括 6 11 17
小杉・下包括 13 29 42
小杉南包括 8 24 32
大門・大島包括 7 18 25
市外 0 0 0

43 135 178

包括ごとの
チェックリスト実施率依頼届出包括

チェックリスト実施者

チェックリスト
実施者
(更新)

申請なし 認定申請 更新勧奨

更新認定 

申請者 
50.5% 

申請なし 
31.3% 

チェックリスト

実施者 

（更新者） 

新規 
24.2% 

更新 
75.8% 

平成２９年１１月末時点のチェックリスト実施状況 

更新者（H29.3月末～H29.10月末期限者）の申請状況 

資料１－１ 



⑵ 総合事業指定事業所サービス利用状況等 

 

      

 平成２９年１１月３０日現在 

サービス名 市内事業所 市外事業所 計 給付件数 

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス 

訪問介護相当サービス（現行型） １３ １ １４ ２５ 

 うちみなし指定事業所 １３  １３  

 うち市指定事業所 ０ １ １ 

訪問型サービスＡ（緩和型） ７ ２ ９ ６４ 

通
所
型
サ
ー
ビ
ス 

通所介護相当サービス（現行型） 
３０ 

（８７４） 

３ 

（７５） 

３３ 

（９４９） 
２７１ 

 うちみなし指定事業所 ２６  ２６  

 うち市指定事業所 ４ ３ ７ 

通所型サービスＡ（緩和型） １２（６９） ６（５３） １８（１２２） ４８ 

※１ 訪問型サービス、通所型サービスともに、みなし指定事業所は市内事業所のみ掲載 

※２ 表中（ ）内の数字は利用定員数 

資料１‐２ 



 (2)　総合事業指定事業所サービス利用状況等

3月事業 4月事業 5月事業 6月事業 7月事業 8月事業 9月事業 10月事業 11月事業
　◆訪問型 4月審査 5月審査 6月審査 7月審査 8月審査 9月審査 10月審査 11月審査 12月審査 1～3月審査

5月支出 6月支出 7月支出 8月支出 9月支出 10月支出 11月支出 12月支出 1月支出 計
H２８ 介護予防訪問介護 給付額（円） 2,521,699 2,514,886 2,314,626 2,273,283 2,413,920 2,460,592 2,492,232 2,530,323 2,546,067 7,571,086 29,638,714

給付件数（件） 145 147 137 135 142 144 146 147 150 440 1,733

H２９ 介護予防訪問介護 給付額（円） 2,568,104 2,378,011 2,214,236 1,907,840 1,660,033 1,399,148 1,238,114 1,016,616 713,583
給付件数（件） 134 129 114 102 85 78 62 46

訪問相当 給付額（円） 0 135,482 185,216 259,461 330,877 354,947 398,914 483,270 493,549
給付件数（件） 7 10 13 20 15 21 22 25

訪問A 給付額（円） 0 52,721 111,257 215,776 361,990 242,885 734,497 590,401 793,409
給付件数（件） 4 8 16 27 21 53 46 64

H29訪問　計 給付額（円） 2,568,104 2,566,214 2,510,709 2,383,077 2,352,900 1,996,980 2,371,525 2,090,287 2,000,541
給付件数（件） 145 147 143 149 121 152 130 135

H29－H28　訪問型 給付額（円） 46,405 51,328 196,083 109,794 -61,020 -463,612 -120,707 -440,036 -545,526
給付件数（件） -2 10 8 7 -23 6 -17 -15

１１月時点緩和型利用率
71.9%

3月事業 4月事業 5月事業 6月事業 7月事業 8月事業 9月事業 10月事業 11月事業
　◆通所型 4月審査 5月審査 6月審査 7月審査 8月審査 9月審査 10月審査 11月審査 12月審査 1～3月審査

5月支出 6月支出 7月支出 8月支出 9月支出 10月支出 11月支出 12月支出 1月支出 計
H２８ 介護予防通所介護 給付額（円） 13,119,012 12,898,391 13,021,649 12,799,001 12,681,699 12,906,470 12,707,523 12,833,889 13,029,003 37,903,686 153,900,323

給付件数（件） 509 498 503 491 488 492 487 486 497 1,458 5,909

H２９ 介護予防通所介護 給付額（円） 12,156,138 11,231,812 10,310,122 9,131,865 8,477,941 7,484,619 6,149,261 5,090,816 3,967,600
給付件数（件） 428 390 350 324 286 238 195 152

通所相当 給付額（円） 16,464 618,627 1,373,583 2,036,551 2,652,635 2,974,012 3,663,512 4,534,595 5,437,168
給付件数（件） 35 70 103 131 149 185 225 271

通所A 給付額（円） 0 5,922 70,335 162,893 176,871 231,545 375,530 443,929 478,429
給付件数（件） 1 7 15 18 23 36 44 48

H29通所　計 給付額（円） 12,172,602 11,856,361 11,754,040 11,331,309 11,307,447 10,690,176 10,188,303 10,069,340 9,883,197
給付件数（件） 464 467 468 473 458 459 464 471

H29－H28　通所型 給付額（円） -946,410 -1,042,030 -1,267,609 -1,467,692 -1,374,252 -2,216,294 -2,519,220 -2,764,549 -3,145,806
給付件数（件） -34 -36 -23 -15 -34 -28 -22 -26

１１月時点緩和型利用率
15.0%

資料１－２ 



 

 

⑶ 通所型サービスＣの実施状況等について 
 

１ 目的 

  運動器の機能低下がみられる者が、専門職の指導を受けながら短期集中的にトレー

ニングすることで、生活機能が向上し自立した生活が営めるようになることを目的と

する。また、プログラムが終了し介護保険（総合事業）から卒業した後も、自主的に

継続できる運動の実施や、スポーツクラブ及び地域で行っている運動教室等への参加

を促し、継続した運動習慣が定着することで、機能維持が図られることを目指す。 

 

 

２ 事業実施までの経過 

  平成２９年 

   ９月２０日  通所型サービスＣ説明会 

                   （参加事業所数：２０事業所） 

 

   １０月３０日  申請書類等受付締切 

          （７事業所からの応募） 

   

          書類審査 

   

  １１月１６日  選定会 

          （審査委員：福祉保健部長、福祉保健部次長、 

                射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会委員２名） 

 

  平成３０年 

   １月     事業開始 

 

３ 選考結果 

  事業所を公募し、１１月１６日の選定審査の結果、応募のあった７事業所の中から  

 下記の３事業所が事業受託候補者として選定された。 

  

 ・アルプス介護予防センター姫野    （定員：２０名） 

 ・山田医院              （定員：１２名） 

 ・七美ことぶき苑デイサービスセンター （定員：１０名）  

 

４ 利用実績 

 ・アルプス介護予防センター姫野    １月から１名、２月から２名 

 ・山田医院              １月から１名、２月から１名 

 ・七美ことぶき苑デイサービスセンター ３月から１名（見込）     計６名 

 

５ 周知について 

 ア 広報いみず ２月号掲載 

 イ チラシの作成 

    設置場所：各地域包括支援センター、医療機関（射水市民病院、真生会富山病院）、  

        通所型サービスＣ提供事業所 

資料１-３ 



　図１　総合事業の実施体制
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開始時期 1月7日 4月14日

頻度 毎週土曜 毎週金曜

開催場所 庄西コミュニティセンター 中伏木公民館

参加費用 無料 無料

取組み内容 100歳体操、茶話会
コミュニティセンターに集いのス

集いの場
「いこいの家」

集いの場
「三ケふれあい館集いの場」

集いの場
「支えあいネット♡みなみ」

毎週金曜 毎週火曜

七美コミュニティセンター さんがふれあい館 南太閤山コミュニティセンター

200円 100円（喫茶） 200円

支
え
合
い
活
動

11月4日 5月26日 4月18日

毎週金曜

資源マップ作成状況 作成 作成 作成 作成

地域課題会議実施状況 1回（41名） 1回（27名） 2回（70名） 1回（30名）

コーディネーター配置数 1名 3名 1名 2名

申請月日 平成28年10月3日 平成28年10月11日 平成28年10月11日 平成28年10月31日

実施団体 庄西地区社会福祉協議会 七美地区社会福祉協議会 三ケ地域振興会 南太閤山地域振興会

1 2 3 4

開始時期 4月26日 5月16日

頻度 毎週水曜 毎週火曜

開催場所 小林 小島1区

参加費用 無料 無料

取組み内容

2月23日　説明会予定
3月　地域課題会議開催予定

9

金山地域振興会

平成29年12月15日

実施団体

申請月日

コーディネーター配置数

支
え
合
い
活
動 100歳体操

常盤町、赤井でも実施予定

作成 作成予定

集いの場を5カ所で開催 平成30年4月26日　開館予定
集いの場：浅井ふれあい館（浅
井コミュニティセンター）

平成30年4月10日　開始予定
集いの場：ひばりにこにこカフェ
（戸破コミュニティセンター）

2回（38名） 2回 2回

作成 作成

1回（21名）

資源マップ作成状況

地域課題会議実施状況

平成29年6月12日

4名 2名 4名 1名

浅井報徳地域振興会 戸破地域振興会

平成28年10月31日 平成29年2月22日 平成29年4月24日

6 7 8

大島地域振興会 下地区まちづくり地域振興会

5

２ 射水市地域支え合いネットワーク事業の進捗状況等について 

 

１ 概要 

 高齢者等が地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援するため、地域の支え合

い体制の整備、住民主体の多様なサービスの創出等を実施する団体の設立準備等を行う、射水市地

域支え合いネットワーク事業を平成 29年 4 月から本格実施した。 

 

 (1) 事業実施団体      （平成３０年１月現在） 

 地域振興会 地区社会福祉協議会 

実施地域（9か所） 

三ケ地域振興会 

戸破地域振興会 

南太閤山地域振興会 

浅井報徳地域振興会 

大島地域振興会 

下地区まちづくり地域振興会 

金山地域振興会 

庄西地区社会福祉協議会 

七美地区社会福祉協議会 

 

（平成 28年度射水市地域支え合いネットワークモデル事業実施地域： 

             庄西地域、七美地域、三ケ地域、南太閤山地域、大島地域、下地域） 

 

⑵ 各地域進捗状況等 
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(3)浅井地域、戸破地域の活動 

  浅井：浅井ささえあいを考える会の開催（第１回：６月２日、第２回：７月２１日、 

                     第３回：８月２５日、第４回：１１月２４日） 

     アンケート調査の実施（１０月２２日）   

  戸破：地域課題会議の開催（第１回：９月２９日、第２回：１１月１０日、報告会：１２月６日）  

 

 (4)事業実施地区以外の活動（中太閤山地域、作道地域） 

  中太閤山：地域課題会議の開催（第１回：２月６日、第２回：２月２７日予定） 

  作  道：地域課題会議の開催（第１回：２月１４日） 

 

 (5)第２層協議体について 

   地域支え合いネットワーク事業の成果や課題を他地区と情報共有及び意見交換し、広域的な

「つながり」づくりを目的に第２層協議体（「みんなでつなげる地域支えあい会議」）を地域包括支

援センター圏域ごとに立ち上げる。 

  

  （地域包括支援センター圏域） 

  新湊西     ：庄西、塚原、作道、新湊 

  新湊東     ：放生津、片口、堀岡、海老江、七美、本江 

  小杉・下  ：三ケ、戸破、大江、下 

  小杉南     ：橋下条、金山、黒河、池多、太閤山、中太閤山、南太閤山 

  大門・大島 ：浅井、櫛田、水戸田、二口、大門、大島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

２ 講演会・研修会 

 ⑴ 平成２９年度 

    第１回 住民サポーター講演会 

      ア 平成２９年７月２７日（木）午後１時３０分から午後２時３５分まで 

      イ 射水市役所庁舎 ３０５、３０６会議室（射水市新開発４１０番地１） 

      ウ 講師 実家の茶の間・紫竹 代表 河田 珪子 氏 

      エ 【１部：住民サポーター講演会】 

         講演「支え合いの仕組みづくりについて」 

      オ 参加人数 ９０人   

    

    第２回 住民サポーター講演会          

      ア 平成２９年１０月１６日（月）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

      イ 射水市役所庁舎 ３０２、３０３、３０４会議室（射水市新開発４１０番地１） 

      ウ 講師 公益財団法人さわやか福祉財団 髙橋 望 氏 

      エ 講演「助け合い・支え合いの意義について」、支え合いネットワークモデル事 

           業活動紹介 

      オ 参加人数 １０６人 

 

    住民サポーター研修会 

      ア 平成３０年１月３０日（火）午前９時００分から午後２時１０分まで 

      イ 射水市役所庁舎 201、202 会議室（射水市新開発４１０番地１） 

      ウ 地域福祉課、第１層及び第２層生活支援コーディネーター、外部講師 

      エ 講義：総合事業のめざすもの、コミュニケーション技法、高齢期を理解しよう、   

             認知症の方への接し方、活動のポイント 

            オ 参加人数 ９５人 

     

    第３層生活支援コーディネーター研修会 

      ア 平成２９年７月２７日（木）午後２時４５分から午後４時００分まで 

      イ 射水市役所庁舎 ３０５、３０６会議室（射水市新開発４１０番地１） 

      ウ 講師 実家の茶の間・紫竹 代表 河田 珪子 氏 

      エ 【２部：第３層生活支援コーディネーター研修会】  

        講義：生活支援コーディネーターの機能と役割について  

        情報交換（支え合いの仕組みづくりについての助言指導） 

      オ 参加人数 １６人 

 

３ 普及・啓発 

  射水市地域支え合いネットワークモデル事業活動事例集の作成 

  平成 28 年度に実施したモデル事業の取り組みについて、実施地区である６地区（庄西地区、 

七美地区、三ケ地区、南太閤山地区、大島地区、下地区）の活動事例を紹介する冊子を作成し、 

地域振興会連合会理事会や住民サポーター講演会等において、配付を行った。 
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４ 今後について 

  住民サポーター講演会等の開催や第２層協議体の立ち上げにより、平成３０年度中に１５地区に

おいて、事業の実施を目標とする。 
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３ 人材育成の取組みについて 

 

１ 概要 

 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、誰もが住み慣れた地域で暮らし続けるこ

とができる地域包括ケアシステムの構築に向け、多様な主体による多様なサービスを提供するた

めの人材の育成を図るもの。 

 

２ 講演会・研修会 

 ⑴ 住民サポーター講演会【継続】 

   射水市地域支え合いネットワーク事業の普及啓発や地域住民の活動意欲を醸成するため、 

  平成２８年度、平成２９年度は、市内全域を対象とした講演会の開催を行った。 

   平成３０年度については、地域包括支援センター圏域ごとの講演会の開催を検討する。 

   

  【地域包括支援センター圏域】 

   新湊西   ：庄西、塚原、作道、新湊  

   新湊東   ：放生津、片口、堀岡、海老江、七美、本江 

   小杉・下  ：三ケ、戸破、大江、下 

   小杉・南  ：橋下条、金山、黒河、池多、太閤山、中太閤山、南太閤山 

   大門・大島 ：浅井、櫛田、水戸田、二口、大門、大島 

 

 

 ⑵ 住民サポーター研修会【継続】 

   地域の支え合い活動に参加される人等を対象とした研修会を平成３０年度以降も引き続き、 

開催していく。また、平成２９年度からは、射水市地域支え合いネットワーク事業実施地区以

外からの参加も募り、機会の確保に努めている。 

   

  【講義内容】 

  ●総合事業のめざすもの 

   介護保険制度における総合事業の意義、介護予防と自立支援、高齢者の生活支援 
   

  ●コミュニケーション技法 

   高齢者の心理、コミュニケーション 
   

  ●高齢期を理解しよう 

   加齢による身体の変化、転倒骨折、脱水、熱中症、フレイル等 
   

  ●認知症の方への接し方 

   認知症の理解と接し方のポイント 
   

  ●活動のポイント 

   環境整備、マナー、感染症予防、事故防止、緊急時の対応、守秘義務 
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 ⑶ 第３層生活支援コーディネーター研修会【継続】 

   第３層生活支援コーディネーター（地域の支え合い推進員）を対象に、地域の支え合い活動

の推進に資する研修を平成３０年度も引き続き実施していく。 

 

 

 ⑷ 介護予防・生活支援サービス従事者研修【新規】 

   介護予防・日常生活支援総合事業の介護予防・生活支援サービスのうち、緩和型サービス（訪

問型サービス A）の従事者を養成し、介護人材の確保を図る。 

 

 

 



４ スケジュール表(案) 

 

実施月 生活支援体制整備事業 事業所対応 

平成 30 年 

 1 月 30 日 

 

 

 

 2 月 19 日 

 

 随時 

 

  

 8 月 

 

 

（平成30年度） 

 

 

 

 

平成 31 年 

 

 

 2 月 

 

○住民サポーター研修会 

 

 

 

○平成 29 年度第 2 回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

○各地域振興会との打ち合わせ 

 

 

○平成 30 年度第 1 回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

 

○住民サポーター講演会 

○住民サポーター研修会 

○第 3 層生活支援コーディネーター研修会 

 

 

 

 

 

○平成 30 年度第 2 回射水市生活支援・介護予防サービス推進協議会 

 

 

○通所型サービス C（短期集中型サービス）開始（1月～） 

 

（10 月～12 月） 

○みなし指定事業所にかかる指定の案内及び申請受付 

1 月～3月 

○みなし指定事業所の指定にかかる審査及び決定通知 

 

 

 

 

 

 

○介護予防・生活支援サービス従事者研修 
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